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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期
第２四半期
連結累計期間

第68期
第２四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （百万円） 5,407 5,768 11,396

経常利益 （百万円） 181 179 477

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 124 119 328

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 389 △450 1,323

純資産額 （百万円） 6,373 6,808 7,307

総資産額 （百万円） 13,113 13,057 13,934

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 11.12 10.62 29.34

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 10.78 10.22 28.38

自己資本比率 （％） 46.5 49.6 50.2

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 380 564 809

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,311 △272 △1,878

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 154 △15 △8

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 1,382 1,396 1,118

 

回次
第67期
第２四半期
連結会計期間

第68期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.31 7.73

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

丸尾カルシウム株式会社(E00791)

四半期報告書

 2/19



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年９月30日）の世界経済については、米国経済は個

人消費、住宅市場の伸び並びに非製造業を中心とした雇用の増加に支えられ堅調に推移し、年内にも利上げが実

施されると予想されております。一方、欧州経済はドイツを中心に景気回復基調にありますが、デフレ回避に一

層の金融緩和で下支えが図られる見込みです。中国経済は2015年１月～６月の実質ＧＤＰ成長率が目標を下回る

6.9％となり景気減速感が鮮明となりました。また８月には中国経済に対する先行き懸念から世界同時株安も進

行いたしました。その他新興国経済も、資源安、通貨安から一部マイナス成長になるなど、全体としては不安定

な状況にあります。

また、日本経済については、企業収益は順調に推移し、個人消費は低水準の完全失業率、実質賃金の上昇に

より、緩やかな回復基調にあります。住宅着工件数、住居関連の高額品販売も上向いてきました。一方先行きの

不透明感から幅広い業種で在庫率が高まり生産は弱含み、輸出も力強さを欠いた状況にあります。

このような状況下、当社グループにおきましては、中期的な利益拡大を目指した生産体制の充実と合理化を

図るための設備投資を引き続き実施し、顧客ニーズに基づく新製品開発、商品開発に努めました。

業績につきましては、当社グループ製品の売上高は前年並みとなりましたが、取扱商品の売上高が新たな商

流の開拓により増加しました結果、売上高は57億68百万円（前年同期比３億60百万円、6.7％増）となりまし

た。営業利益につきましては、平均販売価格の上昇や省エネ等による生産コストの改善等により、１億38百万円

（前年同期比14百万円、11.6％増）と微増となりました。経常利益につきましては、円安定着による為替差益の

減少により、１億79百万円（前年同期比１百万円、1.1％減）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利

益につきましては、１億19百万円（前年同期比５百万円、4.2％減）となりました。

(2）資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ８億76百万円減少し130億57百万円となり

ました。これは主に上場株式の時価下落により投資有価証券が８億69百万円減少したことによるものでありま

す。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ３億78百万円減少し62億48百万円となりました。これは主に投

資有価証券の減少により繰延税金負債が２億80百万円、主に設備代金の支払い等により未払金が１億10百万円、

返済により短期借入金が１億３百万円減少したことによるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ４億98百万円減少し68億８百万円となりました。これは主

に、その他有価証券評価差額金の減少５億90百万円によるものであります。自己資本比率につきましては前連結

会計年度末の50.2％から49.6％に低下いたしました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末に比

べ２億78百万円増加し13億96百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は５億64百万円（前年同期は３億80百万円の増加）で、これは主に税金等調整前

四半期純利益１億77百万円、減価償却費３億78百万円、売上債権の減少１億11百万円などによる資金の増加に対

して、未払金の減少40百万円、法人税等の支払い38百万円などによる資金減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は２億72百万円（前年同期は13億11百万円の減少）で、これは主に有形固定資産

の取得２億58百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は15百万円（前年同期は１億54百万円の増加）で、これは主に長期借入金４億円

の借入れに対して、長期借入金の返済２億46百万円、短期借入金の返済１億円、配当金の支払い67百万円などの

支出によるものであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、１億51百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6）設備の状況

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設について、当第２四半期連結累計期間に重要な変

更はありません。また、当第２四半期連結累計期間に新たに確定した主要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。

なお、前連結会計年度末における設備の新設の計画のうち、当第２四半期連結累計期間までに完了したものは

次のとおりであります。

 

会社名
事業所名

所在地 主な製造品目 設備の内容
取得価額
（百万円）

資金調達
方法

着手及び完了
完成後の
増加能力

着手 完了

丸尾カルシウム㈱

本社工場

兵庫県

明石市

化合炭酸

カルシウム

化合炭酸

カルシウム

生産設備

142
自己資金

及び借入
平成26年７月 平成27年７月 （注）２

（注）１．金額には消費税等は含まれておりません。

２．合理化のための新設で、生産量の増加は見込んでおりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,710,000 11,710,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 11,710,000 11,710,000 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成27年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成27年６月26日

新株予約権の数（個） 107

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 107,000（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり   1

新株予約権の行使期間
自 平成27年７月16日

至 平成57年７月15日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格     188

資本組入額     94

新株予約権の行使の条件

①新株予約権者は、当社の取締役又は監査役の地位を

喪失した日の翌日から10日を経過する日までに限

り、新株予約権を一括して行使できるものとする。

②新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行

使することができるものとする。かかる相続人によ

る新株予約権の行使の条件は、割当契約書に定める

ところによる。

③上記以外の権利行使の条件については、割当契約書

に定めるところによるものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役

会の承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）２
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（注）１．新株予約権の割当日後、当社が、当社普通株式につき、株式分割、株式無償割当または株式併合を行う場合

には、次の算式により付与株式数の調整を行い、調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨てる。

調整後付与株式数＝調整前付与株式数×株式分割、株式無償割当または株式併合の比率

また、当社が吸収合併もしくは新設合併を行い新株予約権が承継される場合または当社が完全子会社となる

株式交換もしくは株式移転を行い新株予約権が承継される場合には、当社は合併比率に応じ必要と認める付

与株式数の調整を行うことができる。

２．当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割もしくは新設分割（それぞれ当社が分

割会社となる場合に限る。）、または株式交換もしくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に

限る。）（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発

生日（吸収合併につき吸収合併の効力発生日、新設合併につき新設合併設立会社成立の日、吸収分割につき

吸収分割の効力発生日、新設分割につき新設分割設立会社成立の日、株式交換につき株式交換の効力発生日

及び株式移転につき株式移転設立完全親会社の設立の日をいう。）の直前において残存する本新株予約権

（以下、「残存新株予約権」という。）を保有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第

236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を

交付することとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契

約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めることを

条件とする。

(1）交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

(2）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(3）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、上記「新株予約権の目的となる株式の種類」及び「新株予約権の目的

となる株式の数」に準じて決定する。

(4）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

①交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、再編後払込金額に上記(3)に従って

決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。

②再編後払込金額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編対象

会社の株式１株当たり１円とする。

(5）新株予約権を行使することができる期間

上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行為

の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使する

ことができる期間の満了日までとする。

(6）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に準じて決定する。

なお、新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

は下記のとおりとする。

①本新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第

１項に従い計算される資本金等増加限度額に0.5を乗じた金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じ

たときは、その端数を切り上げるものとする。

②本新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本

金等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

(7）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとす

る。
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(8）新株予約権の取得条項

新株予約権の取得条項に準じて決定する。

なお、新株予約権の取得条項は下記のとおりとする。

以下の①、②、③、④または⑤のいずれかの議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が

不要の場合は、当社の取締役会決議がなされた場合）は、取締役会が別途定める日に、当社は無償で本新

株予約権を取得することができる。

①当社が消滅会社となる合併契約承認の議案

②当社が分割会社となる分割契約もしくは新設分割計画承認の議案

③当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画承認の議案

④当社の発行する全部の株式の内容として譲渡による当該株式の取得について当社の承認を要することに

ついての定めを設ける定款の変更承認の議案

⑤新株予約権の目的である株式の内容として譲渡による当該株式の取得について当社の承認を要すること

または当該種類の株式について当社が株主総会の決議によってその全部を取得することについての定め

を設ける定款の変更承認の議案

(9）その他の新株予約権の行使の条件

上記「新株予約権の行使の条件」に準じて決定する。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 11,710 － 871,500 － 435,622
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

中国砿業株式会社 岡山県新見市金谷41 1,245 10.64

山陽化学産業株式会社 兵庫県明石市中崎１丁目９－７ 570 4.86

損害保険ジャパン日本興亜株式会

社
東京都新宿区西新宿１丁目26-１ 399 3.41

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１－２ 383 3.27

大同生命保険株式会社 大阪市西区江戸堀１丁目２－１ 317 2.70

丸尾　次男 兵庫県明石市 301 2.57

日本ペイントホールディングス株

式会社
大阪市北区大淀北２丁目１－２ 295 2.51

丸尾　直子 兵庫県明石市 271 2.32

丸尾　儀兵衛 兵庫県明石市 220 1.88

丸尾　高子 兵庫県明石市 204 1.74

計 － 4,208 35.94

（注）上記のほか、自己株式が471千株あります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　471,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　11,139,000 11,139 －

単元未満株式 普通株式　　　100,000 － －

発行済株式総数 11,710,000 － －

総株主の議決権 － 11,139 －

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

丸尾カルシウム株式会社
兵庫県明石市魚住町西岡

1455番地
471,000 － 471,000 4.02

計 － 471,000 － 471,000 4.02

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,218,244 1,496,649

受取手形及び売掛金 4,294,952 4,185,949

商品及び製品 561,993 539,347

仕掛品 91,997 83,769

原材料及び貯蔵品 241,755 252,942

その他 108,666 140,911

貸倒引当金 △3,274 △2,861

流動資産合計 6,514,335 6,696,708

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,130,443 1,103,563

機械装置及び運搬具（純額） 2,388,890 2,307,052

土地及び砿山用土地 571,887 571,887

建設仮勘定 93,440 12,707

その他（純額） 45,916 44,191

有形固定資産合計 4,230,578 4,039,402

無形固定資産 50,738 49,290

投資その他の資産   

投資有価証券 2,766,354 1,897,274

投資不動産（純額） 242,488 241,582

その他 136,406 140,100

貸倒引当金 △6,820 △6,815

投資その他の資産合計 3,138,429 2,272,142

固定資産合計 7,419,746 6,360,835

資産合計 13,934,081 13,057,544

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,868,675 1,854,612

短期借入金 665,523 562,227

未払金 507,020 396,858

未払法人税等 39,990 48,759

賞与引当金 176,500 165,500

役員賞与引当金 7,139 2,360

その他 144,096 132,920

流動負債合計 3,408,946 3,163,237

固定負債   

社債 500,000 500,000

長期借入金 1,419,126 1,576,591

退職給付に係る負債 591,419 592,443

その他 707,422 416,597

固定負債合計 3,217,968 3,085,631

負債合計 6,626,914 6,248,868
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 871,500 871,500

資本剰余金 435,622 435,622

利益剰余金 4,170,564 4,221,252

自己株式 △78,824 △75,039

株主資本合計 5,398,862 5,453,336

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,505,259 915,160

為替換算調整勘定 96,174 104,593

その他の包括利益累計額合計 1,601,434 1,019,754

新株予約権 44,063 61,673

非支配株主持分 262,807 273,910

純資産合計 7,307,167 6,808,675

負債純資産合計 13,934,081 13,057,544
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 5,407,559 5,768,444

売上原価 4,356,782 4,712,292

売上総利益 1,050,776 1,056,152

販売費及び一般管理費 ※ 926,368 ※ 917,339

営業利益 124,407 138,812

営業外収益   

受取利息 1,069 1,602

受取配当金 13,743 14,766

不動産賃貸料 31,177 31,261

為替差益 5,488 －

その他 25,842 5,914

営業外収益合計 77,321 53,544

営業外費用   

支払利息 8,451 8,160

デリバティブ評価損 8,907 572

その他 2,949 4,179

営業外費用合計 20,307 12,912

経常利益 181,421 179,445

特別利益   

固定資産売却益 314 1,353

特別利益合計 314 1,353

特別損失   

固定資産処分損 5,759 3,045

特別損失合計 5,759 3,045

税金等調整前四半期純利益 175,975 177,752

法人税、住民税及び事業税 44,599 43,644

法人税等調整額 5,416 4,883

法人税等合計 50,015 48,527

四半期純利益 125,959 129,225

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,481 10,006

親会社株主に帰属する四半期純利益 124,478 119,219
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 125,959 129,225

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 288,608 △590,146

為替換算調整勘定 △24,738 10,414

その他の包括利益合計 263,870 △579,732

四半期包括利益 389,830 △450,506

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 393,298 △462,460

非支配株主に係る四半期包括利益 △3,468 11,953
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 175,975 177,752

減価償却費 322,849 378,436

株式報酬費用 18,013 20,162

固定資産処分損益（△は益） 5,759 3,045

有形固定資産売却損益（△は益） △314 △1,353

貸倒引当金の増減額（△は減少） △580 △417

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,000 △11,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,150 △4,779

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 19,659 1,024

受取利息及び受取配当金 △14,812 △16,369

支払利息 8,451 8,160

デリバティブ評価損益（△は益） 8,907 572

売上債権の増減額（△は増加） 148,356 111,753

たな卸資産の増減額（△は増加） △98,710 21,602

仕入債務の増減額（△は減少） △11,539 18,998

未払金の増減額（△は減少） △70,731 △40,923

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,585 △27,270

その他 △26,268 △44,790

小計 474,450 594,604

利息及び配当金の受取額 14,812 16,369

利息の支払額 △8,407 △7,699

法人税等の支払額 △99,872 △38,494

営業活動によるキャッシュ・フロー 380,982 564,779

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △9 △14

有形固定資産の取得による支出 △1,298,393 △258,157

有形固定資産の売却による収入 462 1,353

無形固定資産の取得による支出 △8,100 △740

投資有価証券の取得による支出 △1,864 △2,186

その他 △3,432 △12,643

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,311,337 △272,389

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △100,000

長期借入れによる収入 500,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △249,775 △246,182

社債の償還による支出 △16,500 －

配当金の支払額 △77,873 △67,060

非支配株主への配当金の支払額 △850 △850

その他 △750 △1,199

財務活動によるキャッシュ・フロー 154,249 △15,292

現金及び現金同等物に係る換算差額 △866 1,293

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △776,971 278,390

現金及び現金同等物の期首残高 2,159,225 1,118,054

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,382,254 ※ 1,396,444
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年９月30日）

研究開発費 163,811千円 151,666千円

従業員給料・賞与・福利厚生費 196,009 200,184

賞与引当金繰入額 44,160 45,690

退職給付費用 7,523 8,289

役員報酬・役員賞与引当金繰入額・株式報

酬費用
77,913 82,102

運賃 249,989 232,682

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 1,482,434千円 1,496,649千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △100,180 △100,205

現金及び現金同等物 1,382,254 1,396,444

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 78,230 7.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 67,287 6.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

当社グループは、炭酸カルシウムの製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、記載

は省略しております。
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（金融商品関係）

当第２四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との

差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（有価証券関係）

その他有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動が認められます。

その他有価証券
前連結会計年度（平成27年３月31日）

 取得原価（千円）
連結貸借対照表計上
額（千円）

差額（千円）

(1）株式 309,566 2,485,308 2,175,741

(2）社債 50,000 50,443 443

(3）その他 5,268 5,319 51

合計 364,834 2,541,071 2,176,236

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額225,283千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困

難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

当第２四半期連結会計期間（平成27年９月30日）

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照
表計上額（千円）

差額（千円）

(1）株式 311,726 1,616,459 1,304,732

(2）社債 50,000 50,287 287

(3）その他 5,294 5,243 △51

合計 367,021 1,671,990 1,304,968

（注）非上場株式（四半期連結貸借対照表計上額225,283千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極

めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

（デリバティブ取引関係）

前連結会計年度末に存在しておりました原油価格スワップ取引は、平成27年４月30日に契約が満了いたしまし

た。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 11.12円 10.62円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
124,478 119,219

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
124,478 119,219

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,192 11,224

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 10.78円 10.22円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 359 438

（うち新株予約権（千株）） (359) (438)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成27年11月９日

丸尾カルシウム株式会社   

　取締役会　御中   

 

 太陽有限責任監査法人  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森内　茂之　　印  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 笹川　敏幸　　印  

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸尾カルシウム

株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日か

ら平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸尾カルシウム株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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